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光葉ワーキングクラブメールマガジン

＜最終号 2024 年 3 月号＞                       

 

 2007 年 3月 29日の創刊号から最終号までご購読いただきましてありがとうございま

した。4月号からは、光葉同窓会メールマガジンと名称を改め、同窓会の近況や情報、

同窓生からのメッセージなどを本部から発信してまいります。引き続きのご購読に加え

て、より多くの同窓生にもお薦めいただきたく、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

■同窓会だより 

◇ワーキングネットワーク報告 

 2 月 10 日(土)に、ワーキングネットワークミーティングを開催。金子朝子会長を迎

えて、今後の活動について意見交換をしました。そして、以下の内容が決定しました。 

① 「小学校教職員ネットワーク」と「中学・高校教職員ネットワーク」を統合し「『教 

育関係』ネットワーク」と名称変更。学校現場で働くメンバーだけでなく、教育関連の

企業に勤めている、地域で教育に関わっている、教育に興味がある方で誰でも参加でき

る。今後は「ビジネスネットワーク」「『食』関連ネットワーク」「福祉創生・消費ネッ

トワーク」も加えた 4グループで活動し、複数のネットワークへの参加もできる。 

②  光葉ワーキングネットワークメールマガジンは、2024 年 4 月号から、同窓会本部 

の発行に変更する。 

 今後とも、ワーキングネットワークをのぞいていただき、同窓生の成功体験やら社

会人としてのコミュニケーションの秘訣などを聞いていただけたら幸いです。 

ワーキングネットワークは働く同窓生の情報交換と相互支援の場です。新会員(ベテ

ランさんも新入社員さんも)を募集しています。 

 

◇2023年度卒業式挙行、光葉同窓会入会式が行われます 

3 月 16 日(土)人見記念講堂において、2023 年度学位記並びに卒業証書授与式が挙行

されます。光葉同窓会同窓生を代表して、尾越竜子さん（メルマガ 2023 年 12 月配信

199 号の広げよう光の葉に寄稿）が祝辞を述べて、卒業生の門出を祝福します。 

引き続いて、光葉同窓会入会式を行い、新幹事も紹介します。 

4 月発行の光葉同窓会報 102 号に内容を掲載しますので、ぜひご覧ください。 

 

◇支部会開催 

・3月 9日(土)東京都西北６区支部   ・3月 24 日(日)長野県支部会 
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■学園だより 

◇図書館からの知らせ 

研究活動の紹介や成果発表を行う場として、3階の展示スペース（コミュニティ 

ルーム）を 2024 年度から、卒業生の皆様にもご利用いただきたくご案内いたします。 

【本学学生・教職員・中高部生徒・卒業生】2024 年度前期図書館展示スペース（コミュニ

ティルーム）貸出のお知らせ リンクはこちら→ https://library.swu.ac.jp/info/2024/11856 

 

■広げよう光の葉 

齋藤 陽子 さん            1963 年  初等教育科卒業  

 

2024 年１月２日で 81 歳になりました。22 年 5 月に世田谷美術館において歌の 80 歳

記念リサイタルを開催しました。歌を歌う事が大好きで歌一筋の人生でした。 

1943 年 1 月 2 日に父の転勤地の新潟県佐渡郡両津市夷にて誕生、半年後に新潟市に

移り、18 歳まで過ごしました。姉と弟の 3 人姉弟、美空ひばりが一世風靡していた頃

です。私はその歌声にあこがれ、友達や親戚の家のコタツの上でしゃもじを手によく歌

っていました。小学生の頃は日曜日に学校に行ってオルガンを借りてバイエルを独学で

練習しました。家では紙鍵盤の上で指を動かしていました。中学校では合唱隊で楽しみ、

高校に入るとピアノクラブを立ちあげ、歌のレッスンにも通いました。 

しかし、音大への進学は将来の就職のことを心配した母が反対で諦めざるをえません

でした。昭和女子大学初等教育科に入学でき、一生の基盤を学ぶことができました。 

音大への夢は諦めきれず、幼稚園に勤務しながら東京声専音楽学校の夜学に通いまし

た。園長先生は授業に間に合うように退勤時間を考慮してくださいました。 

卒業後、結婚し二児の母になり、二男が幼稚園に入園した頃、夫の母と同居すること

になり、義母に主婦をまかせて、中学校の音楽非常勤講師に就職しました。音楽を教え

るにはもう一度勉強をしなければと、イタリア帰りの先生にイタリア歌曲、オペラのア

リア等を学びました。その後、ドイツ歌曲の三上かーりん氏に師事、隔年にリサイタル

開催やコンサートに出演するようになりました。千葉大教授の川口耕平氏がピアノ伴奏

を引き受けてくださり、日本歌曲を中心にさらに勉強を続けました。 

現在は地元の高齢者を集めて合唱、独唱を指導し、老人ホームでコンサートを行う等、

ボランティア活動をしています。 

<Profile> 

1991 年より作曲家平井康三郎氏に師事。92、93 年ヨーロッパ国際親善文化交流に参加。 

93 年より 10 年間 「詩と音楽の会」(平井康三郎会長)が主催する「日本の歌」発表コンサ

ートに出演(ＮＨＫラジにて放送)。97、99 年のリサイタルでライブＣＤが製作された。2002

年紀尾井ホールにてリサイタル開催。その他国内外のコンサートで共演、出演。 

 

 

メールマガジンを読んでのご感想、ご意見をお寄せください 
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